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広報ああず 200211月号

大洲市議会議員選挙

市
民
の
期
待
を
背
負
い

22 

¥の

任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

9
月
包
日
に
告
示
さ
れ
、

9
月
鈎
日

(日
)
に
投
票
、
が
行
わ
れ
、
同
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

ヲ

企深夜まで続けら れた開票作業 (市役所大ホール)

現
聴
珊
ム
、

組制
A
E
Aが

市
議
審
議
員
F
h'

今
回
の
選
挙
は
、
定
員
辺
人
に
対

し
現
職
口
人
、
新
人
目
人
の
計
犯
人

が
立
候
補
す
る
激
戦
で
し
た
。

投
票
は
、
9
月
却
日

(
日
)
午
前

7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
市
内
部
投

票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
有

権
者
数
は

3
0
、
4
5
6
人
で
、
投

票
者
は

2
4
、
8
1
9
人

(
不
在
者

投
票
2
、
6
2
7
人
を
含
む
)
、
有
効

票
は

2
4
、
6
6
0
票
、
投
票
率
は

m
-
4
9
%
で
前
回

(平
成
叩
年
9

月
)
を

0
・
4
4
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

宇品
1
し
れ
~
。

開
票
は
、
同
却
日
午
後
9
時
却
分

か
ら
、
市
役
所
2
階
大
ホ
l
ル
で
行

わ
れ
、
翌
初
日
深
夜
l
時
に
は
辺
人

の
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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投票率一覧

有権者数 投票者数 投票率

男 14，220人 11，402人 80.18% 
(80.58) 

女 16，236人 13，417人 82.64% 
(83.12) 

計 30，456人 24，819人 81.49% 
(81.93) 

)内は前回選挙の数字

党
派
別
の
内
訳
は、

自
民
党
白
人、

公
明
党
l
人
、
共
産
党
l
人
、
無
所

属
5
人
と
な
り
ま
し
た。

定数22

票 数 氏名 所属‘
当 1488票 桝田和美 公明新

当 1145票 窪田亀一 自民現

当 1138票 田淵保男 自民 現

当 1127票 向井敏 憲 自民現

当 1054票 村上常雄 自民 新

当 1051票 武田雅司 無所属新

当 1010票 中野忠重 自民現

当 998票 有友正本 無所属現

当 985票 大森隆雄 自民現

当 985票 山下勝利 自民現

当 956票 下岡節 久 無所属新

当 897票 小泉紘文 自民現

当 850票 押田憲一 自民現

当 823票 清水 久二博 自民現

当 814票 水本 イ呆 無所属新

当 786票 久保幸信 自民現

当 772票 吉岡 猛 自民 現

当 748票 宮本喜一郎' 自民 現

当 740票 後 藤武 薫 自民 現

当 739票 中野寛之 無所属新

当 725票 大野新 策 共産現

当 713票 吉岡昇平 自民現

699票 正月 {葡 無所属現

687票 藤岡周二 無所属 新

647票 大門通矩 無所属新

566票 竹内 努 社民新

537票 村上恒夫 無所属新

408票 木原義幸 無所属新

328票 矢野越子 無所属新

241票 直本典子 無所属新

選管最終、無効票、あん分票は小数点以下切り捨て



広報おおず 200211月号

大洲市議会議員選挙

(印
)

自

民

現

農

業

春

賀
当

選

④

窪

田

亀

氏名、年齢、政党名、職業、住所、当選回数の順

(年齢は平成14年11月 1日現在、敬称略)

桝

田

和

美

(
必
)

公

明

新

伊
主

婦

新

谷
当

選

①

中 武 キサ 向
里子 田 上 井

ペ申ニ，、 雅 敏
重 司 宣足2言7、

日

当平農自 白 当阿会無 63 当北会自 43 当新会自白 当菅農自 白

選 民 ) 選社所) 選 社民) 選社民) 選 民)
役属 f支

① 野業現 ① 蔵 員 新 ① 只員 新 ③ 谷員現 ④ 田業 現

-・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・圃'司固・ ・・・ ・・・ ・・固 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・剛 ・岡・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・圃圃 圃・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・圃・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・圃・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・掴..・・ ・・・ ・・・ 圃圃・ ・・・ ・・圃 ・・・ ・・・

下 rで 山 ~~ pu 泉 岡 ~ ~..l，，~臥 i 下

在昆 節 d移籍明 器ふ三番Z文 久

当八無白石 当上会無 68 当成会白石 当徳農自白 当菅農無 62
選 多 民) 選須 社所 選社 民 選 民) 選 所)

役属 役 属
⑮喜 職現 ①戒 員 新 ⑤能 員 現 ⑦ 森業現 ③ 田業現

(位
)

自

民

現

農

業

、
+

右

{

呂

当

選

④

吉
岡

久

保

幸

信

水
本

清

水

久

押
田

当大 型1自元
選握民)

⑤ 祈|営現

ーヤ 保、

当 市飲墾 62
選食産

①木業新

4 
当 中 止 自 博

選去民函
④ 木長現)

憲

(必
)

自

民

現

会
社
顧
問

阿

蔵

当

選

②

こと

担当 喜 《喜 後

骨i
Eコ

岡 藤

昇 ミ家 警長4E 武
平 薫

当 常舎自白 当 阿 農共 63 当東会無 58 当 八農自信 当品自 郎

選 磐型フ業E 民 選 産) 選大社所 ) 選多 民 ) 選 民 62属
⑥ 町現 ⑨蔵 業現 ① 洲員新 ② 喜業現 ③沢 業現 )
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広報ああず 2002"月号

障害者のための

ト支援費制度がスター
平成15年4月I目から

r--ーーーー・・ーーーーーー可

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
め
る
「
措
置
制
度
」

が
中
山
で
し
た
。

平
成
百
年

4
月
1
日
か
ら
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
自
分
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、

事
業
者
や
施
設
と
契
約
を
結
ぶ

「麦
援
費
制
度
」
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

L・ーーーー・・・・ーーーー回同_..J

O
基
本
的
な
仕
組
み

l

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
す
る
と
き
は
、
大
洲
市
に
支

援
費
の
支
給
を
申
請
し
ま
す
。

2

大
洲
市
は
、
支
給
が
適
当
と

認
め
た
と
き
は
、
支
援
費
支
給

を
決
定
し
ま
す
。

3

利
用
者
は
、
愛
媛
県
等
の
指

定
を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
契
約
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
受
け
ま
す
。

4

利
用
者
は
、
負
担
能
力
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
利
用
者
負
担
額

を
事
業
者
に
支
払
い
、
大
洲
市

は
利
用
者
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
額
か
ら
利
用
者
負
担
額

を
差
し
引
い
た
額
を
支
援
費
と

し
て
支
給
し
ま
す
。
(
た
だ
し
支

援
費
を
事
業
者
が
利
用
者
の
代

わ
り
に
申
請
し
、
代
理
受
領
す

る
仕
組
み
で
す
。)

O
支
援
費
の
対
象
サ
ー
ビ
ス

支
援
費
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
施
設
支
援
と
居
宅
支
援

の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
の
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

O
措
置
制
度
が
残
る
も
の

児
童
福
祉
法
に
よ
る
知
的
障
害

児
施
設
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、

盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由

児
施
設
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設

な
ど
は
支
援
費
制
度
に
移
行
し
な

い
で
措
置
制
度
に
残
り
ま
す
。

ま
た
、
身
体
・
知
的
障
害
者
の

小
規
模
通
所
授
産
施
設
、
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
な
ど
も
支
援
費

制
度
に
は
移
行
し
ま
せ
ん
。

O
援
護
の
実
施
者

支
援
費
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
す

る
場
合
は
、
「
居
住
地
」
の
市
町
村

へ
申
請
し
ま
す
。
も
し
、
居
住
地

が
不
明
の
場
合
は
、
「
現
住
地
」
の

市
町
村
が
援
護
の
実
施
者
と
な
り

ま
す
。

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、

入
所
前
の
市
町
村
が
援
護
の
実
施

者
と
な
り
ま
す
。

O
申
請
者

A
V
日
歳
以
上

の
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
の
場
合

障
害
者
本
人
が
申
請
者

A

マ
四
歳
未
満
の
身
体
障
害
児

、

知
的
障
害
児
の
場
合

障
害
児
の
保
護
者
が
申
請
者

い
ず
れ
の
場
合
も
、
本
人
の
音
叫

思
を
確
認
し
た
う
え
で
、
申
請
の

代
行
(
代
筆
)
、
代
理
人
に
よ
る
申

請
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
す
。

O
経
遇
措
置

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
が

措
置
さ
れ
て
い
る
更
生
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
旧
措
置
入
所
者
に

つ
い
て
は
、
平
成
日
年

4
月

1
日

か
ら
起
算
し
て

1
年
間
は
、
支
援
費

の
支
給
決
定
を
受
け
た
者
と
み
な

さ
れ
、
支
援
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
支
援
費
の
支
給
申
請

を
し
て
お
け
ば
、

3
年
間
の
支
給

期
間
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
日

区 分 身体障害者福祉 知的障害者福祉 障害児福 祉

0ホームヘルプ Oホームヘルプ 0ホームヘルプ

居宅サービス
Oデイサービス 0デイサービス 0デイサービス

0ショー卜ステイ 0ショー トステイ 0ショー トステイ

0グループホーム

0更生施設 0更生施設

施設サービス
0療護施設 0授産施設※

0授産施設※ 0通勤寮
- -ー-- ー ーーー ー ーーー

0国立コ口二一

支 援費に移行するサービス

年

3
月
訂
日
ま
で
に
支
給
申
請
の

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
費
の
申
請
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
障
害
福
祉
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
1
7
5
)

4 

※小規模施設を除く。



• • 
-

H

私
た
ち
自
身
の
た
め
の
募
金

-

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

い
だ
い
た

「緑
の
募
金
」
は
、
財
団
法

日
人
愛
媛
の
森
林
基
金
に
納
め
ら
れ
、

日
緑
化
推
進
活
動
の
た
め
に
利
用
さ
れ

日
ま
す
。

ま
た
、
募
金
に
伴
う
還
元
金
を
も

い
と
に
公
園

・
街
路
、
社
会
福
祉
施
設

い
な
ど
の
環
境
美
化
や
整
備
な
ど
地
域

日

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
一
環
と
し
て

い
苗
木

(樹
木
及
び
花
木
)
を
配
布
し

い
て
い
ま
す
。
配
布
は
、
各
地
区
で
植

日
栽

・
手
入
れ
に
取
り
組
む
こ
と
を
条

日
件
に
予
算
の
範
囲
内
で
l
カ
所
に
つ

い
き
苗
木
日
本
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す

0

.

苗
木
の
配
布
を
希
望
す
る
地
区
は、

「緑
の
募
金
」

-・r:::一・;目ふt

-_.“・・LIf.・
.，・ ... 

一一一・・ E二二ニ3・・・._・-
一一

." nr .. 

実

績

報

a邑
E司

集落の声を

集めて行政に建議、

大
洲
市
で
集
め
ら
れ
た
平
成
同
年
度
の
募
金
額
は

1
6
7
万

4
、
0
7
0
円
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

8
月
間
目
、
大
洲
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
告
示
さ
れ
、
選
挙
に
よ

る
委
員
定
数
ゆ
人
に
対
し
定
数
と
同
じ
ゅ
人
の
立
候
補
届
が
あ
り
、
無
投

票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
推
薦
に
よ
る
委
員

5
人
を
富
む
農
業
委
員
の
皆

さ
ん
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

患の

農
業
委
員
の
仕
事
と
は
?

農
業
委
員
会
は、

「
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
い

て
市
町

村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

行
政
委
員
会
で
す
。

大
洲
市
農
業
委
員
会
は、

毎
月
1

固
定
例
の
農
業
委
員
会
を
聞
く
ほ
か
、

地
域
の
世
話
役
、

農
家
の
相
談
相
手

と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

合
(旬

2
1
1
1
(内
線

3
4
3
)

農業委員は

地域の「世話役」、

農家の相談相手

地域農業と

優良農地の保全確保、

農地情報等の一元管理

事参

b税金

認定農業者等への

農地の利用集積、

経営改善の支援

公シ

各
公
民
館
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
農
林
構
造
改
善
第
2
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線

2
2
8
)

区分 氏 名 住所 ・所 属 電話番号

第
白石福吉 高山 24-3573 
大里子 義久 若宮 24-2824 

選 ニ瀬 信昭 五郎 24-2886 
挙 新 武賓 田 口 24-5409 
区

長岡弘幸 徳 森 25-55741 
第 前川 康隆 平野町野田 23-2456 

i挙区2 霊 松本正一 松尾 24-7573 
井上清雄 稲積 24-7202 

第 矢野良直 菅田町菅田 25-2574 
3 熊野昭孝 菅田町宇津 25-0480 
i挙墨 河野忠志 森 山 27-0702 
区 河内 久幸 蔵川 27-0927 

第 山 形勝善 柳沢 25-2867 
4 宮浦 実 田処 25-3650 
i墨

増岡 寛秋 喜多山 25-3582 挙
区 仲JII 勝 恋木 25-3671 
第 瀧本 亀六 多 国 26-1455 
5 

城戸 衛 手成
挙選区

26-1726 
村越 忠雄 上須戒 26-1181 
梶谷昭伸 JA愛媛たいき 26-1190 

推 佐々木金光 伊予喜多農業共済組合 26-1533 
後藤 武薫 大洲市議会 26-1654 

薦 矢野 悪子 大洲市議会 25-5096 
石岡一恵 大洲市議会 25-4172 

総務省統計局では、本年11月に「平成昨

年全国物価統計調査Jを実施します。

この調査は、全国で約 14万の小売庖舗と

約3万の飲食居、サービス事業所等を対象と

して行うもので、 5年に一度実施される物価

に対する大規模な調査です。

調査の結果は、物価対策を始め地域経済開

発計画などの各種行政施策を立案する際の重

要な資料として利用されます。

11月上旬から下旬にかけて統計調査員が

お伺いしますので、ご協力をお願いします。

4・~平成14年

qzF全国物価統計調査

企画情報課

情報統計係

宮 24-2111(内線372)

大洲市農業委員会

農業委員の紹介

会長職務代理者白石福吉

広報おおず 2002 11月号

問い合わせ先

5 



6 

広報おおず 2002 11月号

シリーズ f市町村合併jを考える

任
意
の
合
併
協
議
会
を
設
立

大
洲
市
で
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
市
町
村
合
併
が
動
き
出

し
ま
し
た
。
合
併
協
議
会
の
設
立
準
備
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま

で
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

今後の市町村合併情報については、次号からの広報おおず

「合併協議会コーナーJなどで随時お知らせします。

〈事務所〉大洲喜多合併推進協議会事務局

大洲市大洲891番地1 大洲市民会館3階

合 23-0234 FAX23-0233 

口
52.762人

人
(平成12年国勢調査)

面 F責 432.20k踊

財政規模
約308億円

(平成12年度普通会計歳出決算)

合併後のまち

づくりの計画

10日11目、六j州喜多合併推進協議会

(任意の合併協議会〉ガ設立されまし定!!

どの範囲で合併するかについて、大洲市 ・喜多

郡町村の塁本方針が明らかになり、9月2目、大洲

市、長浜町、肱川町、河辺村の4市町村による準

備組織(設立準備会)ができました。

10月11日、「任意の合併協議会jが設立され、

合併手続きの条件となる 「法定合併協議会の設立j

に向けて合併に関する塁本的事頂について調整・

準備することになりました。

合併協議会

大洲喜多合併協議会(任意)設立準備会の設立

六州市・長浜町・腕川町.jijJ辺闘で合併すると…

[合併した場合]

任意の合併協議会って何をするの?

大洲喜多合併推進協議会設立

(任意の合併協議会)

市町村合併に関する協議や合併によって

誕生する「新しい市jの建設計画を作るた

め、法定の合併協議会が設置されます。

口
39.011人

人
(平成12年国勢調査)

面 積 240.99kni 

財政規模
約175億円

(平成12年度普通会計歳出決算)

法定の合併協議会(名称未定)

10月11日

[大洲市]
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大洲市職員給与・定員管理等の状況

さJ塑;~略号ノ
勺

市民の皆さんに大洲 市職員の給与 定員管理等の実態を正 し く理解していただく ため 、

平成昨年4月 1日現在における大洲市職員の給与・定 員 管 理 等 の 状 況 を 次 の と お り お 知 ら

せします。

(5 )職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

(平成14年 4月 1日現在)

区 分 経験年数11年 経験年数16年 経験年数20年

大学卒 277.100円 325.366円 374.180円

一般行政職

高校卒 211.400円 279.300円 314.400円

高校卒

妓能労務職

中学卒 181.400円 204.133円 249目900円

(1:主)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、

採用後の年数です。

(6 )一般行政職の級別職員数の状況 (平成14年4月1日現在)

区 分 1級 2~.!l 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計

標準的な 主事 下級 上級
主査 係長

専門 課長
課長 部長

職務内容 4南 主事 主事 員 補佐

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職員数 3 50 11 12 60 22 46 28 51237 

% % % % % % % % % % 
梅成 比 1.3 21.1 4.6 5.1 25.3 9.3 19.4 11.8 2.1 100 

1年別の % % % % % % % % % % 

参 権成比 2.1 23.6 4.2 4.6 21.1 11.0 18.2 12.7 2.5 100 

考 5年別の % % % % % % % % % % 

構成比 5.1 22.7 5.7 7.8 25.4 12.0 11.4 7.8 2.1 100 

(注) 1 大洲市の給与条件に基づく給料表の級区分による職員数です。

2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務

です。

(7)昇給期間短縮の状況

内訳

区 分 合計
一 般 技能
行政職 労務職

職 員 数 A 608人 239人 54人

平成 普通昇給期間(12-24月)を 0人 0人 0人
12年度 短縮して昇給した職員数B

比 率 B/A 0.0% 0.0% 0.0% 

職 員 数 A 601人 237人 50人

平成 普通昇給期間(12-24月)を O人 0人 0人
13年度 短縮して昇給した職員数B

比 率 B/A 0.0% 0.0% 0.0% 

(1)人件費の状況(普通会計決算)

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2 )職員給与費の状況(普通会計決算)

給 与 費
職員数

区分
A 

総 料 職員手当
期 末

計 B
勤勉手当

平成
394人 14億4.894万円 2億2.778万円 6億2.005万円 22億9.677万円

14年度

(i主) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3 )職員の平均給料月額、平均給与月額及び

平均年齢の状況 (平成14年 4月 1日現在)

1人当たり
給与費
(B/A) 

583万円

一 般行政職 技能労務職

区分

平均 平均
平均年齢

平均 平均 平均年齢
給料月額 給与月額 給料月額 給与月額

大洲市 317.232円 358.411円 38.11歳 275.530円 290.658円 42.11歳

国 331.348円 40.40歳 282.445円 48.8歳

(4)職員の初任給の状況 (平成14年 4月 1日現在)

大 洲 市 国

区 分

初任給
採 用 2 年 初任給

採 用 2 年
経過日給料額 経過日給料額

一 般 大学卒 174.400円 188.900円 174.400円 188.900円

行政職 高校卒 141.900円 151.800円 141.900円 151.800円

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。



時間外勤務手当

年度 支給総額 職員1人当たり支給年額

平成12年度 9，482万円 156，000円

平成13年度 8，165万円 136，000円

区分 内 句tそ~ 国の制度 国の制度と
との異同 異なる内容

配偶者16，000円、扶養親族2人目

まで6，000円、その他3，000円、配

偶者のない職員の扶養親族 1人目
扶養

手当
11，000円、扶養親族でない配偶者 同

を有する職員の扶養親族 1人目

6，500円。一定の年齢の扶養親族1

人につき5，000円を加算。

借家居住者一家賃と 12，000円の差 持家居住者に
ついて、国が

額が11，000円に達するまでその差 1，000円(取

住居 得後5年以内

手当
額を支給(支給限度額27，000円) 異 は2，500円)

に対し、年数
持家居住者-3，500円 にかかわ5す

3，500円を支
給

通勤距離片道2km以上 交通用具利用
者について

通勤 交通機関利用一 運賃相当額 は、国の定額

手当
異 方式に対し定

交通用具利用ー 運賃椙当額の 率方式を採用

約65%

( 10)部門別職員数の状況と主な増減理由
(平成14年 4月1日現在)

~ 
職員数 対前年

主な増減理由
平成13度平成14度 摺減数

議 会 5 5 

総 務 54 56 2 市町村合併推進室の新設

税務 20 20 

自宣 民生 147 151 4 保育所等の調理師補充

行 衛生 17 18 欠員補充

政 労働 。 。
昔日 農水 29 27 ム 2

門
商工 10 10 

土木 38 39 地方拠点都市対策業務の充実

小計 320 326 6 

特別行政部門
教育 74 68 ム 6 給食センター謂理部門の民問委託

小計 74 68 ム 6

病院 174 179 5 

水道 11 11 

下水道 7 7 

その他 15 15 

小計 207 212 5 

4E2コh 計 601 606 5 

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休職者・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

広報おおず 2002 11月号

大洲市職員給与・定員管理等の状況

(8)特別職の報酬等の状況 (平成14年 4月 1日現在)

区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

市長 960，000円

(平成13年度支給割合)

助役 745，000円

6月 1.45月分

収入役 652，000円

12月 1，55月分

議長 480，000円

3月 0.55月分

副議長 390，000円

計 3.55月分

議員 357，000円

(9 )職員手当の状況

区 分 大洲市 国

平成13年度支給割合 平成13年度支給割合

期末手当 勤勉手当

大洲市期末手当 6 月期 1.45月分 0.6月分

勤勉手当 12月期 1.55月分 0.55月分

3 月期 0.55月分 固と

計 3.55月分 1.15月分
同じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置

(支給率) 自己都合 勧奨・定年

大洲市
勤続20年 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分
固と

勤続35年 47.5月分 62.7月分
同じ

退職手当 最高限度額 60.0月分 62.7月分

(平成14年3月31日現在) その他の加算措置定年前早期退職特別措置(2%-20%加算)

推奨退職時特別昇給 2号給

1人当たり 自己都合 勧奨・定年

平均支給額 317万円 2，879万円

(注)退職手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係

る職員に支給された平均額です。

区 分 全 職 種

職員全体に占める手
34.7% 

当支給職員の割合

支給対象職員1人当
49.003円

たり平均支給年額

特殊勤務
手当の種類(手当数) 22 

手 当

(平成13年度) 研究手当(医療)、知的障害者
支給額の多い

(児)施設勤務手当、老人ホーム
手当

代表的 勤務手当、税務職手当

な手当

の名称 多くの職員に 現場監督手当、税務職手当、知的

支給されてい 障害者(兜)施設勤務手当、老人

る手当 ホーム勤務手当

8 
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大洲市職員給与・定員管理等の状況

第2次定員適正他計画を

策定しました

職
適 員

努正数
め 化の
てに

(参考)

平成 平成 平成 平成 平成

部門 区分 13年 14年 15年 16年 14~16年
計画前年 1年目 2年目 3年目 計

減員 / 
増員 / 6 6 

公営企業等

/ 差 引 5 5 

職員数 207 212 212 212 

④これまでの定員適正化の年次別実績

平成 平成 平成 平成 平成
数値

部門 区分 8年度 11年度 12年度 13年度 9~13年

計画前年 3年目 4年目 5年目 計
目標

減員1/ 5 5 16 38 V 増員 / 6 4 7 31 
一般行政

/ 差引 ム1 ム9 ム7 。
職員数 327 330 329 320 320 327 

減員V 5 3 15 レ増 員1/ 特別行政
差 ヨ|1/ ム5 ム3 ム15 ム6

職員数 89 77 77 74 74 83 

j成 員ン 6 V 士首 員ン 11 6 5 35 
公営企業等

差 ヲ|/ 10 5 5 29 14 

職員数 178 197 202 207 207 192 

減員 / 11 6 19 59 レ増 員ン 17 10 12 66 
-6. 計Eコ

1/ 差 ヲ| 6 4 ム7 7 8 

職員数 594 604 608 601 601 602 

(注)計画期間は、平成 9~13年度の 5 年間です。

ま
す

(11 )第2次定員適正化計画の数値目標

①定員適正化目標の概要

平成 9年度から平成13年度までの 5年計画で進めてきた

定員適正化計画に引き続き 、第2次定員適正化計画を策定

しました。

今回は、平成14年度から平成16年度の間の3年計画とし、

定員管理の適正化を推進します。

その聞の諸業務増に伴い、職員の増員が予想、されますが、

一方で、下記の手法により職員数を削減し、一般行政及び

特別行政部門職員数の合計では 3人削減する計画です。

②定員適正化手法の概要

.期限の決められた事業については、事業終了後定員の削

減

・委託可能な事業については、積極的な民間委託を導入

.行政需要に対応 した組織、機構の見直し

③定員管理計画の年次別推進手順の概要

(平成14年4月1日現在)

平成 平成 平成 平成 平成

部門 区分 13年度 14年度 15年度 16年度 14-16年度
計画前年 1年目 2年目 3年目 計

j成員レ/ 3 2 6 

増 貝 / 9 9 
一般行政

/ 差 号| 6 ム2 ム1 3 

職員数 320 326 324 323 323 

減員1/ 7 8 

士首 員 / 2 
特別行政

/ 差 日| ム6 ム1 ム6

職員数 74 68 69 68 68 

j成員 / 10 2 2 14 

増 員 / 10 11 
正』 計Eコ

/ 差 日| 。ム1 ム2 ム3

職員数 394 394 393 391 391 

(注)平成14年度の職員数は、計画数値=実績数値です。
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7/26，....， 8/10 第5回大洲市中学生海外派遣事業
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な
住
宅
街

に
あ
り
、
児
童
数
3
0
0人
の
中
規
模
校
で
す
。

大
洲
の
生
徒
た
ち
は
ホ

1
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
学
校
に
通
い
、
午
前
中
は
特
別
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
く
英
会
話
な
ど
の
授
業
を
受
け
、
午
後
は
現
地
の
児
童
と
一
緒
に
勉
強

し
ま
し
た
。
最
初
は
生
活
習
慣
の
違
い
や
英
語
づ
く
め
の
生
活
に
戸
惑
い
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
慣
れ
、
英
語
力
も
向
上
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
学
校
の
児
童
と
の
交
流
も

一
層
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
や
高
等

学
校
、
老
人
ホ

l
ム、

美
術
館
を
訪
問
す
る
な
ど
、
多
様
な
学
習
も
行
い
ま
し
た
。

将
来
、
こ
の
よ
う
な
体
験
が
生
徒
自
身
の
「
生
き
る
力
」
と
な
り
、
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
た
人
に
な
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

1
7
7
0年
に
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
ク
ッ
ク
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
て
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
な
り

1
9
0
1
年
に
独
立
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
活
習
慣
や
都
市
の
景
観
な
ど
は
イ
ギ
リ
ス
と
ほ
と
ん
ど

h
少

同
じ
で
す
。
車
は
左
側
通
行
、
高
速
道
路
は
自
転
車
や
人
間
も
通
行
可
能
で
す
。
ゴ

4
F
l
ル
ド
コ

ー
ス
ト
へ
行
く
と
き
高
速
道
路
を
通
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
よ
う
に
柵
や

.
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な
く
、
と
き
ど
き
「
人
が
横
断
す
る
」
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま

L
た
。

以
前
、
欧
米
を
旅
行
し
た
と
き
、
欧
米
人
は
タ
フ

(力
強
い
)
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
(
行

動
的
)
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
も
同
様
だ
と
思
い
ま
し
た
。

欧
米
の
社
会
で
は
自
立
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
こ
と
が
学
校
教

育
や
家
庭
教
育
で
と
て
も
重
視
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
パ
ワ

l
の
源
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
日
本
人
も
、
ぜ
ひ
見
習
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

関
係
各
位
に
感
謝
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

10 

五
分
前
行
動
、
時

し
か
し
、
実
際
に
ホ

l
ム
ス
テ
イ
し
て
み
る
と
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
楽
し
く
て
、
や
さ
し
い
人

た
ち
で
す
ぐ
に
家
族
に
解
け
込
め
ま
し
た
。
一
番

心
配
し
て
い
た
会
話
も
、
僕
に
分
か
り
ゃ
す
い
よ

う
に
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
た
の
で
、
何
と
か
聞

き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
休
日
に
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
た
り
、

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
汗
を
流
し
た
り
と
、
と

て
も
充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。

こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

2
週
間
は
、
僕
に

と
っ
て
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、

一
番
の
宝
物

に
な
り
ま
し
た
。
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E E草署jJjl1]古屋主主主晶司

7月26日働|出発式、大洲市発

松山市から大阪経由し、ブリスベーンヘ

7月27日出|ブリスベーン着

ブリスベーン市内見学、ホストファミリーとの対

面式、オリエンテーション、ホームステイ開始

7月28日(日)1ホス トファミリーと過ごす

7月29日(月)1午前:英語クラス

午後:学校行事に参加

7月30日ω|午前:英語クラス

午後:学校行事に参加

7月31日附|午前:英語クラス

午後:学校行事に参加

8月 1 日休~ 1午前:地域視察

午後:老人ホーム視察

8月2日後:)1午前:英語クラス

午後:学校行事に参加

8月3日出lホストファミリーと過ごす

8月4日(日)1ホストファミリーと過ごす

8月5日(月)1午前:英語クラス

|午後:学校行事に参加

8月6日仰|クイーンズランド美術館・博物館見学

8月7日嗣|午前:英語クラス

午後:さよならパーティ ー

8月 8日休)1ホス トファミリーとお別れ

終日:ゴール ドコース卜市内観光

8月9日後')1ブリスベーンからシドニーを経由し

て、大阪ヘ

8月10日出|大阪から松山ヘ、大洲市着
ド

E
訟早

)

引キリ
J

h
ノ企....授業の合聞の休憩時間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感

私
は
、
こ
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
を
す
る
前
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
交

流
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

一言
葉
の
壁
は
厚
く
、
最
初
は
な
か
な
か
会
話
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
日
が
経
つ
に

つ
れ
て
少
し
ず
つ
だ
け
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
切
で
、

難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
、
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

身
を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
本
当
に

磁
除
制
臨
験
問
は
1

J

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

陥

醐

圃
闇
眠

腎
い

壮
大
な
自
然
、

動

物

た

ち

、

明

る

く

さ

か

な

掴

園

理

や
さ
し
い
人
た
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
本
当
に

潤
端
組
繍
盟

aF骨

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
は
オ
l
ス
ト
ラ

髄
臨
闘
掴
構

伊
腿

リ
ア
に
行

っ
て
、
今
ま
で
よ
り
も
自
分
の
視
野
が
闘
関
・

R
戸
地

広
く
な

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
こ
副
帽
咽
調

d
a

れ
か
ら
の
生
活
に
ぜ
ひ
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

艇

よ

恵

子

E

-喧

vjI
司

M
b
b424M》
4
Y吋

y
b
b・
唱

U

i
叫
l

叫
i

コ

，U
W
』叫
l川

w
i

叫
l

叫
i

叫

叫

叫
l

叫

吋

私
に
と

っ
て
、
海
外
へ
行
く
の
も
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
の
も
初
め
て
の
体
験
で
し

た
。
不
安
な
気
持
ち
で
日
本
を
出
発
し
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
た
私
を
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、

楽
し
い
家
族
で
し
た
。
す
ぐ
に
、
不
安
も
吹
き
飛
び
、
と
て
も
楽
し
い

2
週
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
驚
い
た
の
は
、
学
校
の
時
間
割
で
す
。

一
限
あ
た
り
の
時
聞
が

す
ご
く
長
い
の
で
す
。
他
に
も
驚
い
た
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
物
価
の
違
い
や
売
っ
て
い

る
も
の
の
大
き
さ
の
違
い
で
す
。
と
に
か
く
何
で

も
大
き
か

っ
た
で
す
。

こ
の

2
週
間
は
、
き

っ
と
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
私
に
も
う

一
つ
の
家
族
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
ま
た
い
つ
か

海
外
へ
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
家
族
に
会
い
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
!

大
洲
南
中
学
校

安
岡

優
子

平
野
中
学
校

中
村

紗
代
子

11 



広報おおず 2002 11月号

7/26 ~ 8/10 第 5回大洲市中学生海外派遣事業

企青い空と 白い砂浜が広がるゴールドコース卜にて

...ブリスベーンの街...老人ホームを訪ねました

12 

記
念
す
べ
き
誕
生
日

肱
東
中
学

校

吉

河

由

貴

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
く
前
は
、
不
安
で
い

っ
ぱ
い
で

し
た
。
英
語
を
話
せ
る
か
な
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
ど

ん
な
人
た
ち
だ
ろ
う
・
:
な
ど
と
。
で
も
、
何
よ
り
も
不
安

だ
っ
た
の
は
、

2
週
間
日
本
に
い
る
家
族
と
会
え
な
い
こ

と
で
し
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

会
っ
て
み
る
と
、
す
ご
く
や
さ
し
い

5
人
家
族
で
、
日
本

一
"

で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
体
験
す
る
こ
と
が

q

r
-

で
き
ま
し
た
。
英
語
に
つ
い
て
は
、
と
て
も
不
安
で
し
た

U

削
一
副
=

一

が
、
英
語
し
か
話
さ
な
い
国
で

一
緒
に
生
活
し
て
い
る
と
、
少
し
は
慣
れ
る
も
の
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
ホ
l
ム
ス
テ
イ
中
に
私
は
誕
生
日
を
迎
え
、
た
く
さ
ん
の
人
に
祝
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
日
歳
の
誕
生
日
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
っ
た
こ
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
一
緒
に
行
っ
た
友
だ
ち
の
こ
と
は
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ん
だ
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え

た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

切
lM

U
lM

U
tu
-
J
lM

V
MV
μ
lM
I
V
l
v
iM

U
l
u
μ
μ
tMY
I
Jlw
l
w

叫
l叫
l
叫
uw
dl
u
l則
l
叫
1則
l則
l叫
l
~
l
則
l則
lu
lU
lu
l則
l
叫
lω
1判
1
叫
|
、

今
年
の
夏
休
み
は
、
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
楽
し
く
、
ま
た
と
て
も
充
実
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
初
め
て
海
外
へ
行
き
、
素
晴
ら
し
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で

す
。日

日
間
も
家
を
離
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
自
分
の
英

語
が
伝
わ
る
か
心
配
で
し
た
。
そ
ん
な
不
安
を
抱
き
な

が
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
出
発
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
l
ム
ス
テ
イ
を
し
て
み
る
と
、

そ
ん
な
不
安
は
す
ぐ
に
消
え
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
2
週
間
近
く
ホ
l
ム
ス
テ
イ
を
し

て
、
も
う
一
つ
の
家
族
が
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

日
本
に
帰
り
、
お
互
い
の
国
の
良
さ
を
知
り
ま
し
た
。

今
回
の
海
外
派
遣
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
学
校
生

活
や
自
分
の
将
来
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。
素
敵

な
夏
休
み
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
夏
休
み

新品〈
口中
学
校

中
野

恵
梨
香
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人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て

新
谷
中
学
校
教
諭

谷
口

私
は
旅
行
が
好
き
で
す
。
今
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
場

所
を
訪
ね
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
場
所
で
知
り
合
っ
た
人
と
話

を
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
時
、
役
に
立
つ
の
が
英
語

で
す
。
た
と
え
、
旅
行
先
が
日
常
、
英
語
を
使
わ
な
い
ア
ジ
ア

圏
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
お
互
い
が
勉
強
し
て
き
た
英
語
を
使

っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
英

語
を
勉
強
し
て
き
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
勉
強
し

よ
う
」
と
思
う
瞬
間
で
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、
派
遣
生
の
皆

さ
ん
に
も
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

当
初
、
派
遣
生
た
ち
は
自
分
た
ち
の
英
語
が
通
じ
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
そ
う
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し

い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
先
生
た
ち
に
恵
ま
れ
て
、
そ
ん
な
不
安
は
す
ぐ
に
消
え
た
様

子
で
し
た
。
放
課
後
や
週
末
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
っ
た
り
、
料
理
を

し
た
り
、
ゲ

1
ム
を
し
た
り
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
バ
デ
ィ
(
ホ

l
ム
ス
テ
イ
先
の
子

ど
も
)
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
先
生
た
ち
と
英
語
や
文
化
、
慣
習
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
積
極
的
に
日
本
語
で

話
し
か
け
て
く
る
ナ
ッ
シ
ユ
ピ
ル
の
生
徒
た
ち
に
感
化
さ
れ
て
か
、
派
遣
生
た
ち
も
自
然
に
、
英
語
で
話

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
、
「
も
っ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
い
」
と
か
、
「
更
に
英
語
を
勉
強
し
、

ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
ね
た
い
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
援
や
協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
研
修
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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U Ggj宅73L足52品よ喜fJ
~ J..， た」に来 2 い、グ染りがラ l、H'g"オと「て週出買家む 2 でリス
司、.11..， ~ ~ 言もし聞に物のと日きアト

、lυε212125存会2;227、IJ" =ヲた英まままっちいいろ活ア

、|lJ522雪主目主5五2五よ品Z，11.， 包ドを勉 。も。 :んこ染と染く
「l'E戻官、強別早 。だとむ、むさ
叫 l'lれしれく すりがこ最こん、11." んずて際週 べ、でと初主の

吋l，EJ4尺て Z益Z手?宅R
句、11.1' 九つずホ別 こをよきてき出

、1J~ 闘醗撮可関描掴 2f 主主五、1J~ 麿覇暫霊+\珊E なたりり

大 、lk睦翠t iRit日叫、μ 防齢福圃・F ノ 司 L 京宣享
語、!-!~ f~" J! ，ZJ胆毘~町 弓カ:手芸柏虫、 ・...，1干 号Z宇都、，].1' ・E南町'{u~ ょ gf t 、11，・圃』よ'qtド-YIさ 不戸手

-Ir ~ ，J靖国・圃圃圃a ア 女尋し
叫L )~ L-...-:l.，ぺ 与 み -:C'i~ーでーー イ も ザ た、1..1>r::' ¥ d ~与 先す只

.....カンガル が昼寝をしていました

ま
た
戻
ろ
う

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

い
つ
の
日
か
、

楽
し
か
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
洲
北
中
学
校

柿
見

陽
介

菜
保

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ

1
ム
ス
テ
イ
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
の

2

日
間
ぐ
ら
い
は
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
質
問
に
対
し
て
答
え
る
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
考
え
、
自
分
か
ら
た
く
さ
ん
話

し
か
け
、
分
か
ら
な
い
と
き
は
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
、
そ
し

て
一
番
に
笑
顔
で
い
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

ロ
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
友
達
も
で
き
、

お
い
し
い
物
も
食
べ
、
た
く
さ
ん
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
英
語
力
が

向
上
し
た
だ
け
で
な
く
自
分
の
内
面
も
変
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
良
さ
も
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
い
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
作
れ
て
、
今
ま
で
に

な
い
充
実
し
た
夏
休
み
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
に
、
応
援
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
お
礼
を
言
い

た
い
で
す
。

13 
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• . .書面却型~~哩.~~. . 

・ 大洲の町並みを歩きながら普段気が付かな -

2かったふるさとの魅力や歴史を再発見してみ ;

L ませんか?

. お気軽にご参加ください0

• . 日 時 10月26日 (土)

. 受付午前 9時30分・ ~午後 1時 |冨園田 ・ 匝 置者
・ 場 所 JR伊予大洲駅集合 二両品・圃1. 44，'" 元
. 行程 6km I!日:11幽jJl!l圃阻・・・r ~ 
f所要時間 約 1時間 30分 一 一一 マァ ー し所し残夏

~ (施設観覧時間は除 く) ム たとくりや， 。し迎 、歴
占 参加料無料 ・ てえ旅史
. ※ただし、傷害保険料 100円が必要 . 評てす的

L問い合わせ先 商工観光課 2 雪よ文芸
・ ft 24-2111内線354 • れるを物・................・ ま場 f憂が

守ER金書富自 ;与80I? 守護明金書 品TZhj愛 2総山
8業 合 料 lリめフ T ひ 8県 合料 句句 ま室パの媛 媛 圃.. ..I 
9情 わ ア 午 11な 2デト閉 め 9企 わ ァ午 11 すなネ内県 県 ~里町\圃F
-報 せ 無 イ前月ど Oジゥ連 I 業 せ 鉦 イ前足。どル容新 新 'γ[1'".， 
9セ 先 料 テ io~が O タェ企 T 9振 先 桝 テ lOG の展を地 エ ...!!I. ...ー‘
6 ン ム時日開 2 ルァ業 フ 4興 (ム時 旦 楽 や 分 域 ネ 哩.，rNJ
O タえ 戸え i釜かのコゃな 工 丙 l課 松え 1土 しソかエ ル ，司也、"，.，.， 

山ひ午)れ表ど機ど ア 線 ・ 立 山ひ午) い|りネ ギ

事市め管 30手軽5器53 3i罪 史め?3473午J
i Z 5 時2043雇主 !?i震 Z 時首 :?みtJ 

興 5 5 セラノJ:新 之 ~ ~ が工説ジ

c:x(p⑮凶問。

「遊
歩
百
選
」
の
地
に
認
定

日
本
を
代
表
す
る
景
勝
地
か
ら
選
ぶ
「
遊
歩
百

選
」
(
読
売
新
聞
社
主
催
)
の
地
に
県
内
か
ら

大
洲
市
「
肱
南
の
町
並
み
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

9
月
四
日
、
大
阪
市
内
の
ホ
l
ル

で
認
定
証
授
与
式
が
あ
り
、
桝
田
市

長
に
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

作
家
、
写
真
家
、
俳
人
な
ど
の
著

名
人
で
組
織
す
る
遊
歩
百
選
選
考
委

員
会
に
よ
り
、

8
0
0
を
超
え
る
全

国
の
候
補
地
の
中
か
ら

1
0
0
市
町
村
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
「
肱
南
の

町
並
み
」
は
、
持
情
あ

ふ
れ
る
城
下
町
の
落
ち

教
科
書
無
償
闘
争
の
地
を

訪

ね

て

(
一
)
(
現
地
研
修
会
よ
り

9
月
5
日
、
大
洲
市
人
権
・
同
和

教
育
講
師
団
に
よ
る
先
進
地
研
修
会

が
、
高
知
市
に
あ
る
長
浜
市
民
会
館

(
隣
保
館
)
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

て

P1
l
 

t
前

V
M
司
4

h
M
E山

品
川

会

一
肱
唄

開
市
↓
町

一
部

課

一
山川
市

』
旧
知

一
劃
一
一明

品

企

現
地
で
は
、
教
科
書
無
償
闘
争
が

起
こ
っ
た
時
代
背
景
や
そ
の
経
過
に

つ
い
て
、
資
料
や
ビ
デ
オ
の
視
聴
を

通
し
て
研
修
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

必
年
前
直
接
そ
の
運
動
に
関
わ
ら
れ

た
お
二
人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
そ
の
時
代
背
景
や
経

過
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
て
み
ま
す
。

教
科
書

・
教
育
費
無
償
を
求
め
る

闘
い
は
戦
前
か
ら
あ
り
、
戦
後
も
各

地
で
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
決
定
的

な
闘
い
は

1
9
6
1
(
昭
和
お
)
年

か
ら
始
ま
っ
た
高
知
・
長
浜
の
教
科

書
無
償
闘
争
で
あ
る
。

高
知
市
長
浜
地
区
は
半
農
半
漁
の

集
落
で
、
仕
事
ら
し
い
仕
事
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
、
母
親
た
ち
の
多
く
は
、

失
業
対
策
事
業
で
働
く
こ
と
で
、
当

時
1
日
約
3
0
0
円
の
賃
金
を
得
て

い
た
。
一
方
、
教
科
書
代
は
、
小
学

校
で
当
時
約
7
0
0
円
、
中
学
校
に

な
る
と
約
1
2
0
0
円
で
、
「
失
対
」

で
働
く
親
た
ち
に
と
っ
て
は
相
当
な

負
担
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
母
親
た
ち
は
、
学
校
の

教
師
と
学
習
会
を
も
っ
て
い
た
。
憲

法
を
学
習
し
て
い
る
際
に
、
憲
法
第

お
条
第
2
項
に

「
す
べ
て
国
民
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
保
護
す
る
子
女
に
普
通
教
育

を
受
け
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。
義

務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
。」

と
あ
る
こ
と
を
学
び
、
権
利
意
識
に

目
覚
め
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
母
親

た
ち
の
要
求
を
軸
に
、
「
長
浜
地
区
小

中
学
校
教
科
書
を
タ
ダ
に
す
る
会
」

を
結
成
し
た
。
熱
心
な
小

・
中
学
校

教
師
た
ち
の
協
力
を
得
て
集
会
を
聞

き
、
要
求
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

当
初
、
文
部
省
は
授
業
料
の
不
徴

収
が
定
説
で
、
拡
大
解
釈
は
無
理
と

の
見
解
を
発
表
し
て
い
た
が
、
つ
い

に
国
会
で
も
大
き
な
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
、

1
9
6
3
(昭
和
泊
)

年
ロ
月
に
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教

科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法

律
」
を
成
立
さ
せ
た
。

こ
う
し
て
部
落
解
放
運
動
や
教
師

た
ち
の
長
い
闘
い
が
基
礎
と
な
っ
て
、

つ
い
に
教
科
書
無
償
支
給
が
全
国
的

に
実
現
し
た
の
で
す
。
(
次
号
に
続

く
)
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おおずの女性

」金 沢 〉 珠
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女と男の新しい

パートナーシ ップは自立から

1・

シリーズ食

事

事

事

事

』

軍

』

軍

事

事

事

告

修

復

』

軍

事

仮

復

第42回大洲市駅伝大会
12月7日(土)

開会式午後O時 50分

大洲市役所前スタート 午後 1時 30分

市内一円(ゴール:市民会館)

学生・・・各学校単位

(同一校の複数チーム参加も可)

一般…市内に居住 ・勤務する人

競技部門 中学生男子の部/中学生女子の部/

高校 1部/高校2部/高校 ・一般女子の

部/一般男子の部

チーム登録… 11月21日

オーダー表… 11月28日

申し込み ・問い合わせ先

教育委員会内大洲市体育協会事務局

ft 24-2111内線 555

時日

* 
* 

作家 .NPO活動家

藤 木美 奈子さん

講師

告

修

復

根

(木)

(木)

コース

参加資格

申込期日

h

事

告

修

復

仮

復

藤
樹
舞
隼
臆
尊
厳

「孝」

。。

に
つ
い
て

② 

今
回
は
、
藤
樹
の
主
著
「
翁
問
答
」

を
引
用
し
な
が
ら
、
「
孝
」
に
つ
い
て

の
教
え
を
解
説
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
翁
問
答
」
で
は
、
始
め
の
方
と

終
わ
り
の
方
に
、
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
た
か
ら
(
孝
)
は
天
に
あ
り
て

は
、
て
ん
の
道
と
な
り
、

地
に
あ
り

て
は
、
地
の
み
ち
と
な
り
、
人
に
あ

り
で
は
人
の
み
ち
と
な
る
も
の
な

り
。
・

・・

孝
徳
の
感
通
を
て
ぢ
か

く
な
づ
け
て
い
へ
ば
愛
敬
の
二
字
に

つ
づ
ま
れ
り
。
・
・
・
(
翁
問
答
上

巻
之
本
)
」

「全
孝
の
心
法
・

・・
併
ど
こ
ろ
の
本

質
は
身
を
立
て
道
を
行
ふ
に
あ
り
。

身
を
立
て
道
を
お
こ
な
ふ
本
は
明
徳

に
あ
り
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
本

ど

く

つ

?
ち

は
良
知
を
鏡
と
し
て
濁
を
慎
に
あ
り
。

(
翁
問
答
下
巻
之
末
)
」

こ
れ
を
現
代
語
に
要
約
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
孝
は
、
天
に
お
い
て
は
天
の
道
、
地

に
お
い
て
は
地
の
道
(
大
自
然
の
摂

理
、
恵
み
)
と
な
り
、
人
の
世
に
お

い
て
は
人
の
道
と
な
る
大
切
な
宝
で

す
。

.

.
 

孝
徳
に
つ
い
て
悟
っ
た
こ
と
を
、

分
か
り
ゃ
す
く
、
短
い
一言
葉
で
い
い

表
す
と
愛
敬
と
い
う
こ
字
に
な
り
ま

す
。
・
・
・
」

男
性
も
女
性
も
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
一
緒
に
考
え
よ
う
!

大
洲
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
・

大
洲
市
生
活
文
化
女
性
塾
は
、
大
洲

市
に
お
け
る
女
性
の
自
主
的
活
動
と

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
実
現

を
促
進
す
る
た
め
「
男
女
共
同
参
画

社
会
ぞ
つ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。

世

有

毒

喧

F
-
F
-
F
-
p
t有
量

牢

t
R
喧

軍

司

牢

畦

町

喧

即

時

静

岡

干

与

日

時

ロ

月
3
日
(
火
)

与

開

会

午

後

l
時
泊
分

与

閉

会

午

後

3
時
却
分

J

会
場

大
洲
市
役
所

2
階
大
ホ

l
ル
J

演
題

1
私
の
生
き
て
き
た
道
1

い

「
女
と
男
の
新
し
い
パ

l
ト

ー

ナ
l
シ
ッ
プ
は
自
立
か
ら
」

与

問
い
合
わ
せ
先

企
画
情
報
課

与

宮

@

2
1
1
1
(内
線

3
7
1
)
与回

宇

藤
木
美
奈
子
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

与

大
阪
市
生
ま
れ
。
大
阪
市
立
大
学
経

辱

済
学
部
中
退
。
子
ど
も

2
人
。
ア
フ

与

リ
カ
で

2
年
間
の
空
手
指
導
、
女
子

園干

刑
務
所
看
守
を
経
て
、
川
出
年
N
P
O
等

法
人
「

W
A
N
A
関
西
」
設
立
。
現

与

在
は
、
有
限
会
社
A
M
I
D
A
代
表
。

M'
M
干

固
守

』
軍
事

h

軍
事
告
占
事
国
守

「
全
孝
の
心
法
・
・

・
そ
の
実
践
の
要

点
は
、
身
を
立
て
道
を
行
う
こ
と
で

す
。
身
を
立
て
道
を
行
う
根
本
は
明

徳
に
あ
り
ま
す
。
明
徳
を
明
ら
か
にど

〈

す
る
根
本
は
良
知
を
鏡
と
し
て
濁

つ
つ
し

(
吾
)
を
慎
む
こ
と
で
す
。
」

孝

・
愛
敬
・
立
身
・
明
徳

・
良

し
ん
ど
く

知
・
慎
濁
と
言
葉
が
並
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
別
々
の

徳
目
で
は
な
い
の
で
す
。

つ
ら
ぬ
ほ
う
が
ん

す
べ
て
を
貫
き
包
含
す
る
徳
の
本

が
孝
で
す
。
人
が
人
に
対
し
て
、
あ

る
い
は
自
然
に
対
し
て
、
大
切
に
し

あ
い
け
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
心
が
愛
敬
で
す
。

愛
敬
を
実
践
し
、
人
格
の
完
成
を
め

ざ
す
こ
と
を
立
身
と
い
い
ま
す
。
俗

に
い
う
立
身
出
世
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
分
を
行
い
、
人
に
尽
く

し
、
よ
ろ
め
か
ず
生
き
る
こ
と
で
す
。

身
を
立
て
道
を
行
う
本
に
明
徳
が

あ
り
ま
す
。
藤
樹
は
こ
れ
を
良
知
の

鏡
に
照
ら
し
て
濁
を
慎
み
な
さ
い
と

教
え
て
い
ま
す
。
良
知
と
い
う
の
は
、

一一

・
三
歳
の
幼
児
が
、
そ
の
親
を
邪

心
な
く
愛
敬
す
る
よ
う
な

一
念
で
も

っ
て
、
善
悪
を
分
別
す
る
徳
性
の
こ

し
ん
ど
く

と
で
す
。
慎
濁
と
は
、
良
知
に
よ
っ

て
自
分
の
心
を
明
る
く
照
ら
し
だ
す

こ
と
で
す
。
鏡
は
常
に
曇
ら
な
い
よ

う
磨
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

15 
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平成14年10月 1日まで

に皆様かうお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、315，517，462円

です。

かわら版

大洲市は、市の新しいシンボルとして、 市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。 また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係

徹
底
解
剖
!

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事

ー
石
垣
工
事
編
j

く
積
み
足
す
二
段
の
石
積
み
に
よ

っ

て
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
失
わ

れ
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
昔
ど
お

り
の
様
子
に
復
元
し
ま
し
た
。

石
は
、
既
存
の
石
垣
と
同
じ
「
輝

緑
岩
」
と
呼
ば
れ
る
石
を
使
用
し
ま

し
た
。
輝
緑
岩
は
、
市
内

(菅
田
)

で
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
非

常
に
硬
く
、
加
工
が
難
し
い
の
が
特

徴
で
す
。
一

つ
の
石
を
加
工
す
る
の

に
丸

一
日
を
費
や
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
石
の
形
状
は
、
明
治
時
代
に

撮
影
さ
れ
た
古
写
真
に
写
る
石
垣
と

同
じ
形
に
加
工
し
ま
し
た
。

天
守
台
の
石
垣
工
事
は
、
今
年
五

月
か
ら
開
始
し
、
八
月
に
完
了
し
ま

し
た
。
使
用
し
た
石
の
総
量
は
、
五

十
五
ト
ン
。
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も

大
き
な
石
(
北
西
の
隅
石
)
は
二
ト
ン

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
二
十

二
日
に
は
、
愛
媛
県
文
化
財
保
護
審

議
会
の
三
浦
正
幸
委
員
(広
島
大
学
文

学
部
教
授
)
に
よ
る
現
地
視
察
が
行
わ

れ
、
最
終
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

礎
石
の
す
え
付
け

石
垣
の
復
元
と
平
行
し
て
、
天
守

の
礎
石
を
す
え
付
け
ま
し
た
。
明
治

内線352ft 24-2111 
A発掘調査での礎石検出状況 (南から)

時
代
ま
で
建

っ
て
い
た
天
守
の
礎
石

は
、
平
成
十
二
年
か
ら
実
施
し
た
発

掘
調
査
で
六
カ
所
か
ら
出
土
し
て
い

ま
す
。

す
え
付
け
た
礎
石
は
、
東
西
に
七

個
、
南
北
に
六
個
、
合
計
四
十
二
個

で
、
発
掘
調
査
結
果
を
も
と
に
、
昔

と
同
じ
位
置
に
石
を
配
置
し
ま
し
た
。

企石加工の様子

企石垣工事完了

16 

...礎石の据え付け完了
(南から)

一六
州
日
神
台
碍
抑
回
は
が
き

n月
6
日
発
売
!

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
が
郵
便
切
手
類

販
売
所
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
大
洲

市
の
新
し
い
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
大
洲

城
の
年
賀
は
が
き
を
販
売
し
ま
す

0

.
販
売
枚
数

一
万
枚

A

マ
金

額

一
枚
当
た
り
六
十
円

av
デ
ザ
イ
ン
完
成
予
想
図

(は
が
き
右
下
に
デ

ザ
イ
ン
)

普
通
紙

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公

@
1
2
8
1

。
紙

質

。
販

売

所

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早

め
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

...大洲城年賀はがきのイラス ト
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月を愛で、琴の音に酔いしれて…

v・ 4 一一
赤いレンガの壁に囲まれ、ノスタjレジ、ソクな雰囲気が漂うおおず赤煉瓦館 (旧大

洲商業銀行)の中庭で“観月の宴In赤煉瓦" (おおず赤煉瓦倶楽部主催)が関かれ

ました。吉岡社中の皆さんによる琴の演奏や池田正次さんの尺八の音色が訪れた多
くの皆さんを魅了しました。

9月15日の敬老の日を前に12日、 13日の両日、長寿者にお祝いの

記念品が届けられました。希望ヶ丘荘、とみす寮、清和国の3施設や

市内最高齢の佐子ヨシヱさん (106歳)など満99歳以上の長寿者21
人にエア一式快適まくらなどが桝田市長から贈られました。 [写真は

希望ヶE荘での様子]

「大洲の観光うかい」が今年も無事幕を閉じ、鵜感謝祭が肱川 肱

北河原で開かれました。この日は、鵜匠の佐々木さん夫妻、うかい登
録庖組合、観光協会、市関係者など約30人が、 6月1日から9月20日
まで主役を務めた鵜15羽に餌を与え、鵜飼い期間中112日間の労を

ねぎらいました。

菅田の国道197号沿い約3krnにひまわり約5万本がきれいな花を咲

かせました。このひまわりは背丈の低く、秋に咲く品種で菅白地区町

づくり実行委員会 (池田琢一会長)の皆さんが種まきや草刈りなどの
世話をしてきました。この日は、菅田保育所の園児が歩道沿いのひま

わりを見ながら散歩を楽しみました。

料理愛好グループ ・旬を愛する会(白石成子代表)がつくる“いもたき"

を全国に届ける郵パック初荷出発式が大洲郵便局であり、この目、囚圏内や
広島、九州方面に約200箱が発送されました。いもたきセットの申し込みは

11月8日で一度締め切られた後、さらにお歳暮用1，000セッ ト限定で11月
12日から12月10日まで受け付けられます。国大洲郵便局企24-3830
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いきいき-
Life! 

あなたの健康を
サポートします

n月
の
音
種
検
診
・
相
談

幅
四
閣
畑
山

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
1
月
5
日

ω
平
成
日
年
目
月
生

o
n月
ロ
日

ω
平
成
凶
年
6
月
生

(
ロ
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
1
月
四
日
例
平
成
日
年
4
月
生

受

付

時

間

日
時
1
日
時
泊
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
日
月
6
日
制
平
成
比
年
1
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

l
m時

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】

予
約
制

O
U
月
お
日
仰

「

E

刷
|

蜘

ク

川

W

-4

ロ
院
ロ

リ

1

医

広

ク

1

3

2

明

一

川

一

拡

お

が

お

村

合

み

合

門

口

田

口

口
M

ロM

q

3

a

u

『

白

川

同

月

-・ =I~ra日長~:ω~td~ヨー

11月10日(日)菊原医院(八多喜)

ft 26一0103

きどおか外科・青腸科(長浜)

ft 52-3003 

相

談

時

間

日
時
1
正
午
、
日
時
L

日
時

持
参
品

健
康
手
帳

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与

小
児
ま
ひ
の
予
防
の
た
め
乳
幼
児
を

対
象
に
経
口
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
を

実
施
し
ま
す
。

実
施
場
所

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時

間

午
後
l
時
1
1
時
加
分

実
施
日
及
、ひ
該
当
者
(
地
区
)

o
u月
日
日
制

連
絡
所
の
あ
る
地
区

0
1
月
初
日
制

肱
南
・
久
米
・
平
地
区

O
U
月
訂
日
制

肱
北
・
喜
多
地
区

・1
回
目
投
与
の
該
当
者

平
成
凶
年
1
月
1
日
1
6
月
初
日
生

・2
回
目
投
与
の
該
当
者

平
成
日
年
7
月
1
日
1
ロ
月
白
日
生

生
後
叩
カ
月
未
満
の
幼
児
で

2
回
服

用
し
て
い
な
い
人

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
、
チ
ヤ
イ
ル

ド
ノ

1
ト
の
中
の
予
診
票
、
靴
を
入
れ

る
ナ
イ
ロ
ン
袋

大
洲
保
健
所

ロ
月
1
日
か
ら
の

1
週
間
は
「
愛
媛

エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
で
す
。
夜
間
電
話

相
談

・
血
液
検
査
(
無
料
・
匠
名
)
を

予
約
制

11月17日(日)本条脳神経外科・外科(東大洲)

包 24-2841

-Et・会冒邑置i;.~~

山本医院 (菅田 )

合 25-6100

11月24日(日)井関クリニ ック(新谷)

合 25-6212

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

r11月23日出

実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実

施

日

ロ

月
2
日
開
1
4
日
同

時

間

午
後
5
時
1
午
後
8
時

場

所

大
洲
保
健
所
(
田
口
)

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
]

O
毎
週
火
曜
日

日
時
1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第
3
火
曜
日

日
時
1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日

日
時

1
5
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
1
金
曜
日

9
時
1
M
時
却
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木
曜
日

目
時
1
げ
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木
曜
日

目
時
1
M
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間

ロ
時
却
分
1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

刊
月
7
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
l
正
午

喜
多
医
師
会
病
院日

時
却
分
1
M
時
加
分

オ "
ス 月
メ 12
ツ 日

10セ凶
時 21

正

森) 午

13 
時

16 
時

月・火曜日市立大洲病院 (西大洲)

まま 24-2151

宮)

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

加戸病院 (若

宮 24-5101

大洲記念病院 (徳

ft 25-2022 

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

頭
の
回
転
が
良
く
な
る
叩
倍
速
読
術

斉
藤
英
治
著

コ
ウ
ゾ
ウ

政

尾

藤

吉

伝

香

川
孝
三
著

え
ら
い
人
は
み
な
変
わ
っ
て
は
る

タ
エ
ザ
ワ

谷
沢
永
一
著

図
説
城
下
町
都
市

佐
藤
滋
ほ
か
編
著

道
の
駅
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
西
日
本

ぎ
ょ
う
せ
い

愚
か
な
国
の
、
し
な
や
か
市
民横

田
克
巳
著

相
続
税
を
ゼ
ロ
に
せ
よ
!

渡
部
昇
一
著

公
共
事
業
な
ん
か
い
ら
な
い

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
編

「
住
宅
ロ

1
ン
」
賢
い
借
り
方
・
返
し
方

山
本
川
町
、
昏
著

や

さ

し

い

介

護

学

読

売

新

聞

編

過
保
護
の
ス
ス
メ
佐
々
木
正
美
著

こ
れ
が
正
し
い
「
お
祝
い
事
」
の
マ
ナ
ー

で

す

慶

弔

マ

ナ

l
研
究
会
著

こ
れ
で
い
い
の
か
日
本
の
食
料

J
-
R
・
シ
ン
プ
ソ
ン
若

や
せ
な
い
理
由
日
本
痩
身
医
学
協
会
編

ヒ
ザ
‘
シ
一

特
効
薬
草
「
ウ
コ
ン
」
尾
崎
寿
著

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
!
の
レ
シ
ピ
ロ
か
月

池
田
書
庖

ち
ょ
っ
と
い
い
生
き
方

小
川

宏
著

そ
の
ま
ま
使
え
る
オ
フ
ィ
ス
の
英
語
フ
レ

ー

ズ

集

堀

越

千

春

著

、日ン
par

小

説

道

元

水

嶋

元

著

人

と

鬼

と

河

村

朋

子

著

ト

キ

オ

東

野

圭

吾

著

諒

子

の

変

奏

曲

鈴

木

佐

代

子

著

追

跡

者

菊

地

秀

行

著

マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
・
イ
デ
ア
ル
中
村
昭
弥
著
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ロ
シ
ア
黙
示
録

森
か
ら
の
通
信

運
命
の
足
音

カ
ミ
の
震
憾
す
る
日

ク
マ
ガ
イ
ヒ
ト
リ

熊

谷

独

著

甲
斐
芳
子
著

五
木
寛
之
著

P
・
タ
ス
カ
著

医ガffl
付/{ま
にと
在 J~
~つtニ
Fた生
垣 さ
さ る
l た

?定

明著稲月

i 

1
月、

今
日
か
ら
私
も
患
者
で
す
。

3

月、

H
P
を
作
っ
て
よ
か
っ
た
。

6
月、

息
子
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル。

8
月
、
必

歳
の
誕
生
日
。

日
月
、

覚
悟
す
る
時
:・
喜

多
医
師
会
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
著
者

の
、
患
者
の
立
場
か
ら
冷
静
に
深
く
綴
ら

れ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
/

/
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

¥

図
書
館
で
は
、
不
用
と
な
っ
た
図
書
を

次
の
と
お
り
市
内
の
公
共
施
設
・
団
体
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
資
料

一
般
図
書
約
2
千
冊

実
施
月
日

平
成
比
年
日
月
口
日
間

日
時

l
m時

実
施
場
所

図
書
館
4
階

会

議

室

詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

含
@
4
4
1
9

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
・
新
谷
旧
記
」

講
師

芳
我
一
章
先
生

日

時

日

月
幻
日
制

9
時
却
分
i
U
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
、

3
・

n
・
却
日
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女
性
就
業
問
題

移
動
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

愛
媛
県
と
愛
媛
労
働
局
は
、
働
く
女

性
働
き
た
い
女
性
の
た
め
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

求
人
・
パ

l
ト
情
報
を
は
じ
め
、
賃

金
や
休
暇
な
ど
労
働
条
件
、
育
児
・
介

護
休
業
制
度
な
ど
の
悩
み
や
相
談
に
専

門
家
が
無
料
で
お
答
え
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日

時

日
月
6
日
同

午
前
日
時

1
午
後

4
時

場

所

フ
ジ
グ
ラ
ン
大
洲

相
談
員

労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職

業
安
定
所
、
愛
媛
労
働
局
雇

用
均
等
室
の
専
門
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
労
政
一雇
用
課
労
働
福
祉
係

包

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

(
内
線
3
2
4
7
)

最
低
賃
金
の
改
定

叩
月
1
日
か
ら
愛
媛
県
最
低
賃
金
は
、

時
間
額
の
み
の
表
示
と
な
り
、

1
時
間

6
1
1
円
で
す
。

(
金
額
は
昨
年
と
同
じ
)

1
日
の
労
働
時
聞
が

8
時
間
の
労
働

者
に
対
す
る
賃
金
は

6
1
1
円
×

8
時

一

:
1
-PF
I
L

備

6
所

7

一
〔
可
ゴ
ヨ
寸
J
J
勺

ド
い
ヒ

'

1

3

一

J
F初
fJ

2
工
日

ー
一
一

水

4
鉄
6

d
u
保
卸

伺

水道業者の

緊急漏水当番表

11月2日出

間

H
4
、
8
8
8円
以
上
の
支
払
い
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

8
0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

合

0
8
9
4
・
2
2
・
1
7
5
0

各
種
検
定
試
験

日
本
文
書
処
理
(
ワ
ー
プ
ロ
)

試

験

日

ロ

月

7
日
出

受
付
期
間
日
月
幻
日

1
1
月
日
日

キ
ー
タ
ッ
チ
2
0
0
0

試
験
日

ロ
月

7
日
目

受

付

期

間

叩

月
幻
日

1
1
月
日
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
?

検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満

を
持
っ
て
い
る
人
は
検
察
審
査
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立
て
に

つ
い
て
の
費
用
は

一
切
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
?
・
選
挙
権
を
有

備

8
工
5

備

4

一
3

金
5

7

7

タ

1

1

8
鉄
8

設
6
ン

o

i

2

0

3

2

0

 

水
一
木
一

ダ

一
酢
一

気

5

6

4

H

U

4

電
2

々
2

ク
2
判
2

田
舎

E
g
-
g
u
g

-守司

4
4
4
4
r
'

内

，

菊

伺

伺

久

11月3日(日)

合

@

4
1
1
1

西国興産
ft25-2197 
浦建設 (側
企 25-5335

(有)

楠

(側

側

出

口

同

口

M

凋
斗

Q
d

同

月

間

月

す
る

一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
日
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官

が
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
か
っ
た
こ

と
の
善
し
あ
し
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内

大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局

合

@
2
0
3
8

H
月
は
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
で
す

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市
民

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
大
洲
市
で
は
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
・
非
行
防
止
に

努
め
、
健
全
な
家
庭
づ
く
り
、
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
あ
る

日
月
に
は
、
「
育
て
よ
う
、
心
豊
か
な
大

洲
の
子
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
、
各

公
民
館
を
中
心
に
啓
発
活
動
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
に
お
い

て
も
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
愛
の

一
声
運

動
」
な
ど
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
融
資

(
H
U
H
-
7
・
1
現
在
)

問
い
合
わ
せ
先

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
愛
媛
セ
ン
タ
ー

合

0
8
9
・
9
4
7
・
6
6
7
7

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
!

自
賠
責
保
険
・
共
済

「
自
賠
責
」
は
、
バ
イ
ク

・
原
付
自

転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
強
制
保
険
で

す
。自

賠
責
保
険
・
共
済
の
詳
し
い
内
容

は、

Z
H
H
匂
い¥¥
〈〈
2
2
・}一
σω
一的
o
r
一・の
O
ヨ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

骨対

自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

制
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
自
賠

責
保
険
・
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に

関
す
る
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

制
日
本
損
害
保
険
協
会
四
国
支
部

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

(
松
山
市
三
番
町

4
l
u
l
7
)

2
0
8
9
・
9
4
5
・
2
3
3
5

損
害
保
険
に
関
す
る
最
新
の
情
報
は
、

才
立
ち
に
¥
さ
さ
さ
い
O
コち
0
・0
「
・吉
で
ご
酢
見

に
な
れ
ま
す
。

設
2
庖

5

備

O
庖

3

5

6

2

8

 

住

3
1
2

設

O
事

5

道

2
K
O

道

O
工

2

一

一

一

一

水

3
水

6

水

6
道

4

ト

2

2

日
2
く

2

-

守

合

回

公

力

包

ォ

倉

南

星

山

同

同

淳

財
形
貯
蓄
で
財
産
"
つ
く
り

O
給
料
天
引
き
で
知
ら
ず
知
ら
ず
財
産

形
成

O
財
形

・
年
金
貯
蓄
は
利
子
非
課
税

0
5
年
固
定
で

1
・
4
3
%
の
低
金
利

側
6
設
1

社

4
附
1

所

9
庖

O

5

0

4

4

1

1

 

設
臼
建

ω

業

問

業

引

工

何

道

料

一

一

一

一

鉄

一

一

建
4
元
5

電

5
工

4

4

水
4

2

2

2

2

居

2

2

央

公

宮

公

戸

公

上

告

土

倉

藤

宮

松

。対

神田鉄工所
合 24-4122

谷本建設工業体)
合 24-5161

村

(有)

1成

中11月10日(日)

11月16日出

11月17日(日)

佐

西

11月24日(日)

11月30日出

育
児
・
介
護
の
無
料
相
談

働
き
つ
づ
け
る
た
め
に
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
仕
事
も
家
庭

も
大
切
に
し
た
い
:
・
。
そ
ん
な
あ
な
た

の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

フ

レ

フ

レ

2
0
2
0
テ
レ
フ
ォ
ン

8
0
8
9
・0
3
4
・2
0
2
0

受
付
時
間

月

1
金
曜
日
(
祝
臼
を
除

く
)
午
前

9
時
却
分

1
午
後
4
時
加
分

才
立
ち
い¥¥
2
2
2
・N
O
N
。
コ
ぬ
け
}
ち
で
も

詳
し
い
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

側
幻
世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事
務
所

お
お
す
赤
煉
五
館
ご
案
内

V
お
お
ず
浪
漫
祭

日
月

3
日
間

V
野
鳥
の
写
真
展

江
月

6
日
同

1
日
月
叩
日
間

V
ア
l
ト
フ
ラ
ワ
ー
バ
ル
ー
ン
展

草
の
花
・
布
の
花

日
月
日
日
幽
1
1
月
口
日
間

V

「
菊
池
霧
子
」
器
展

日
月
四
白
川
W
1
日
月
担
日
間

V
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
企
画

「
時
代
を
刻
ん
だ
名
機
た
ち
」

日
月
初
日

ω
1
U
月

8
日
目

展
示
時
間
午
前
叩
時
j
午
後

5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

休
館

毎
週
月
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

一

普
段
見
慣
れ
た
建
物
で
も
、
見
る
時

-
聞
が
変
わ
る
と
い
つ
も
と
違

っ
た
良
さ

『
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
月

て
す
の
表
紙
は
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
で
の

圃
撮
影
で
し
た
。
日
が
沈
み
、
明
か
り
が

一
灯
さ
れ
た
中
庭
は
、
昼
間
で
は
感
じ
る

-
こ
と
の
で
き
な
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

-
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

一
に
も
そ
ん
な
様
子
が
伝
わ
れ
ば
う
れ
し

園
い
の
で
す
が
・
:
。
(
や
)
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内
相 談 内 容 日 時 な ど 場 所 な ど 聞い合わせ先

交通事故相談 11 月 8 日(金)/ 1 0 時~ 15 時 市役所 3階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 11 月 25 日 (月 )/ 10 時~ 15 時 市役所3階会議室 fi 24-2111 内線 323

人 ~t童 ヰ目 談 11 月 15 日(金) / 1 0 時~ 1 2 時 菅田公民館
急ぐときは法務局 fi24-4155 

(法務省) 11 月 19 日(火) / 10 時~ 12 時 市役所 3階会議室

人権擁護委 員 に よ る 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 合 24-4155

無 料 キ目 談 (休日を除く) 9 時~ 16 時 人権相談室

fJ' 政 キ目 談
11 月 16 日 (土) / 10 時~ 16 時 市民会館

急ぐときは まま 24-5072(山本)
(総務省) まま 24-4294(辻)

市民法律相談 11 月 16 日 (土) / 10 時~16 時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

fi24-2111 内線 328

社会保険相談
11 月 5 日(火)/ 1 0時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

11 月20日(水)/ 1 0時~15時30分 fi 089-925-51 05 

不動産無料相談 11月 15日(金)/ 9 時~ 16 時 宅建協会大洲支部 備)よ田喜六不動産 fi 24-4452 

定期税務相談 11 月 8 日(金) / 10 時~ 15 時 大洲商工会議所 大洲税務署 宮 24-3115

;一般相談 毎週月-水-金曜日 大洲市総合福祉
心配ごと l法律相談 毎週火曜日 センター

受付は総合福祉センター 1階

(相談室直通)
社会福祉協議会窓口まで

本目 談 i介護相談 毎週木曜日 fi23-0313 
: (相談時間) 10 時~ 12 時、 13 時~16 時 まま 23-5629

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 fi 24-2111 内線 178

人権・同和 問 題 に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 宮 24-6100
関する何で も相談 大洲福祉会館 合 25-1947

青少年相談室 毎日の執務時間中 青少年センタ まま 24-7830

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 fi 24-1414 

案とι;、談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

最優秀作品

町
並
み
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
紹
介

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「曽我十郎神社の祭りJ(撮影場所内子町大瀬)

松本利男さん (新谷)

大洲市内の交通 事故

9月末現在 昨年同期

件数 194 215 

負傷者 255 265 

死者 2 5 

市民の動き

平成14年9月30日現在

39，241人 (+25) 出生 33人 (+10)

18，704人 (+14) 死亡 20人 (-2)

20，537人 (+11)

14，745世帯 (+9)

口

数

男

女

帯

人

川

今月の納税は

国民健康保険税4期

m 

納期限は12月2日です
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